
今月の予定 
1月 7日（日） 13:30～16:30 

シリーズ「変えてもいいの？憲法」③ 

講演と懇談「原爆の実態をしっかり知ろ

う」野田市原爆被爆者の会 大下克典さ

んのお話し 

南部梅郷公民館 南地域九条の会、野

田・九条の会 共催 

1 月８日（月・祝日） ９:00～ 

成人の日チラシまき 九条通信を新成
人に配ります 

中央公民館前 野田・九条の会 

1月 1２日（金） 14:00～15:30 

ちょっと硬派なおしゃべりカフェ 政
治や憲法のこと自由におしゃべりしま
せんか。 

北コミ喫茶室 野田・九条の会 

1月 13日（土） 13:30～16：30 

九条の会例会 今年の活動計画などに
ついて話し合います 

中央公民館講座室 野田・九条の会 

1月 20日（土） 13:30～16:30 

DVD と懇談 「竹内浩三 戦時下の詩と
生 ぼくもいくさに征くのだけれど」 

福祉会館第一会議
室 

子どもの未来を語
る会 

 

1月 28日（土） 13:30～16：30 

野田九条の会緊急集会 憲法が危な
い！私たちは何ができるか話し合いま
す。 
中央公民館講堂 野田・九条の会 

2 月４日（日） 13:30～1７：00 

DVD 上映とディスカッション 
「記憶の澱（おり）」 
「告白～満蒙開拓団の女たち」 

南部梅郷公民館 南地域九条の会 
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野田・九条の会事務局 
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野田 九条の会 

最新の情報は野田・九

条の会ホームページで 

半田滋 講演会 

「自衛隊を憲法に書き込むとどうなるの？」 

2 月 11 日（日・祝）13：30～16：00  

南部梅郷公民館講堂 
長く自衛隊を取材してきた東京新聞論説委員の 

半田滋さんの講演会。中々ない機会です。お誘 

い合わせてお出かけください。 

協力金：500円   主催者：野田・九条の会 
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 変えてもいいの日本国憲法！ 

 先の戦争で、将来を断ち切られた多くの犠牲

者の思いを託された日本国憲法は、世界中の人

たちがもう戦争は嫌だとの気運が高まった時

に生まれたのです。１９４６（昭和２１）年１

１月３日に公布されました。「国民主権」「平和

主義」「基本的人権の保障」「地方自治」の四つ

の柱から成り立っている立憲主義の素晴らし

い憲法なのです。第九条の存在は、戦争の放棄

、戦力の不保持、交戦権の否認を定めており、

戦後７２年間も我が国の平和維持活動に貢献

し戦争しなかったのです。九条は世界中の人た

ちからも認められてきています。憲法改正を目

指す安倍政権は、戦後続いてきた平和主義を変

質させ、国際貢献と言いながら他国の武力行使

に道を開く戦争法案を始め、数々の違憲法案を

強行採決で成立させたのです。そして総仕上げ

として、憲法改正２０２０年施行目標に九条を

残したまま自衛隊の存在を加条か加項で新た

に明記するよう議論を求めています。九条を残

すことで国民に安心感を与えていますが、実際

には恐ろしいことが隠されています。後から加

えられたものが優先されるので現行の戦争放

棄は無効になってしまいます。さらに緊急事態

条項（国家緊急権）が用意されています。憲法

さえ一時停止できる国会緊急権を加条するこ

とは、国際情勢の変化に対応して自衛隊をいつ

でも海外に派遣、戦闘行為が行えるようになり

ます。国民は統制され徐々に自由を奪われるの

です。若者たちには兵役、徴兵、志願兵等が制

度化されていくのでしょう。憲法改正国会発議

は、本年の通常国会で議論され最終的には衆議

院議員 3 分の 2 以上を有する「自民・公明」で

強行採決、国民投票を実施しようとしています

。そうならないために注視していく必要があり

ます。国民投票となったら大切なのは主権者で

ある国民が棄権することなく反対の意志を示

すことで、憲法改正が無効となり日本国憲法は

護られるのです。 
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１９４０年    映画の道を志し、日本大学専門部（現芸術学部）映画科入学。 

１９４２年１０月 戦時下の勅令により繰り上げ卒業となり、三重県の中部第３８部隊に入営。 

１９４５年４月  ルソン島バギオにて戦死。享年２３歳。 
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